
令和４年３月

造幣局南地区まちづくり協議会

令和３年度活動報告

令和３年11月の造幣局南地区の様子

まちづくりの実現に向けて（法定事業による市街地更新を前提とした想定スケジュール）

平成29年3月　まちづくり構想の区長提言　　　　「今後は、二つの事業区域でまちづくりを検討する」等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 西エリア：法定事業   東エリア：更なるまちづくりの検討

平成28年度

（2016年度）

平成29年度
（2017年度）

平成30年度
（2018年度）

令和元年度
（2019年度）

各Step

おおむね

１～２年間

まちづくり協議会

まちづくり協議会（東西エリア一体化とした法定事業の検討組織）

年 度

Step.2

事業化検討組織

の設立にむけて

Step.3

都市計画決定に

むけて

Step.1

まちづくり

基本計画の

詳細検討

Step.4

事業計画等の

認可にむけて

Step.6

建設工事～竣工

Step.5

権利変換計画

認可にむけて

東エリア（まちづくり協議会）

■更なるまちづくりの検討

⇒西エリアと一体で法定事業を検討していく

西エリア（法定事業検討会）

■法定事業検討会の設立

⇒概略モデル権利変換シミュレーションの提示

個別意向確認

●地区全体の将来のまちの姿
●今後のまちづくりの進め方
●将来の暮らし方
●権利変換ルール（素案）、

  モデル権利変換の提示+

  個別意向確認
●都市計画素案（地区全体の　

将来のまちの姿）について
●生活設計の詳細検討

●具体的な事業計画案

 （スケジュール、資金計画等）
●権利変換モデルについて

まちづくりの方向性の決定
(まちづくり基本計画の策定)

○事業化推進方策の検討
○都市計画素案の検討

○事業計画案の検討
　（スケジュール、資金計画等）
○権利変換モデル素案
　（おおよそ取得可能な面積等）

○まちづくり基本計画の詳細検討
○事業化方針の検討
○法定事業の執行体制の検討
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権利変換計画の認可

○権利変換計画案の検討

令和2年度
（2020年度）

Step.0

まちづくり

基本計画

の検討

●今後のまちづくりの進め方
●将来の暮らし方
●地区全体の将来のまちの姿

事業計画の認可

都市計画決定

事業化検討組織の設立

法定事業への意向確認

法定事業への意向確認

○都市計画案の検討
○都市計画（法定事業）の手続き
○事業計画素案の検討

※今後の事業検討状況や行政機関との協議状況等により変更する場合があります。

○現況・課題の整理
○周辺コンセプト・上位計画の整理
○まちづくりコンセプト（将来像）
○土地利用の基本的な考え方
○基盤の基本的な考え方
○周辺とのネットワークの考え方

令和3年度
（2021年度）



公園

東池
袋四
丁目

都道435号線

首都高速5号池袋線

補助176号

東京国際大学
（令和5年9月開校予定）

イケ・サンパーク
（としまみどりの防災公園）

緑地

※権利変換モデルの提示に向け作成した配置案であり、決定したものではありません。※権利変換モデルの提示に向け作成した配置案であり、決定したものではありません。

住
（40階程度）
住

（40階程度）

住
（40階程度）
住

（40階程度）

住
（14階程度）
住

（14階程度）個別利用区
候補地

個別利用区
候補地

個別利用区
候補地

個別利用区
候補地

池袋駅方面へ池袋駅方面へ

南池袋方面へ南池袋方面へ

雑司が谷・東池袋五丁目方面へ雑司が谷・東池袋五丁目方面へ

補助81号線補助81号線

大塚駅方面へ大塚駅方面へ

まちづくり基本計画の詳細検討

・従前の資産評価額が少ない等の理由で権利変換が困難な方でも居住を継続できるよう、
　従前居住者用賃貸住宅を地区内または周辺エリアに検討
・個別利用区を希望される方で、従前宅地の前提条件を満たさない方でもご希望の住ま
　い方を継続できるよう、周辺エリアの代替地の提供を検討

まちづくりのコンセプト（まちづくり基本計画より）
・災害に強く安心して暮らせる

・まちの良さを活かし、人のつながりや活動を生む
・都心近接の立地を活かした多様な暮らし方を実現する

配置計画と導入機能のイメージ検討

・高度利用化による空地の
　創出による防災性の向上

高層建物エリア
・動線の配置とゾーニング
　により、静かな住環境を
　実現

中低層建物エリア
・従前の権利が個別の土地
　に権利変換され、ご自身
　にて耐火性のある建物を
　再整備

個別利用区

令和３年度のまちづくり協議会活動の概要

※スケジュールは検討・協議状況及び新型コロナウイルスの感染状況等により変更になる場合があります。
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多様な暮らしが出会い、
つながる、みどりあるれる
都市の ” 縁がわ “

権利変換モデルの個別説明スケジュール（予定）

まちづくり協議会令和３年度　〇協議会　第23回　〇役員会　第45～48回
●まちづくり基本計画の詳細検討
　 建物の配置計画や動線等を検討しました。また、住み続けられるための方策検討
　 を行いました。
●権利変換モデルについて
　 個別説明の際に提示する権利変換モデルの具体的な算定方法等を整理しました。
●個別説明に向けて
　 来年度、実施予定の個別説明に向け、役員会にて進め方の検討を行いました。

　令和２年度に策定した「まちづくり基本計画」をもとに、まちのイメージの詳細検討
を行いました。（右ページ参照）
　建物の配置や動線の検討に基づき、令和４年度はより具体的な屋外等のまちのイメー
ジを権利変換モデル算定のためのたたき台として作成する予定です。
　その後、権利変換モデルの提示とともに、まちのイメージや住まい方等についての　
ご希望を個別説明の中でお伺いします。
　個別説明にて伺ったご意見やご意向をもとに、まちのイメージは引き続き検討を重ね
ていくこととなります。

令和３年度のまとめと今後の進め方

　皆さまが現在お持ちの土地・建物（従前資産評価額）と開発後の土地・建物（従後
資産評価額）の価額を算定し、従後の取得面積のご確認とともに事業に対する理解を
深めていただくことを目的とし、令和４年度に個別説明を実施します。


